（様式E-3）

生物環境試料提供同意書
愛媛大学　沿岸環境科学研究センター　生物環境試料バンク（以下「試料バンク」という）とxxxxx利用者所属および氏名xxxxx（以下「利用者」）は，愛媛大学化学汚染・沿岸環境拠点生物環境試料バンク試料利用審査会（以下「審査会」）が利用者に生物環境試料　xxxxx試料名xxxxx（以下「本件生物環境試料」という）を提供するにあたり，次の事項に同意する。
1. 愛媛大学化学汚染・沿岸環境拠点（以下「拠点」）は，環境科学および関連分野の発展のため，生物環境試料を提供する。
2. 利用者は，本件生物環境試料を，次の課題に利用する。
課題名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本件生物環境試料を上記と大幅に異なる課題に利用するときは，事前に審査会に連絡する。
3. 利用者は，本件生物環境試料の提供に際し，試料提供依頼書（様式E-4）を試料バンク長に提出する。
4. 本件生物環境試料に関する付帯情報は，利用者による試料要求の後，審査会と利用者との協議を経て，提供するものとする。ただし，提供の可否については審査会が決定する権利を有する。
5. 利用者は，本件生物環境試料を，ヒト（治療，診断，飲食物，その他）に対して直接使用してはならない。
6. 利用者が本件生物環境試料を利用した研究成果等を発表する際は，試料バンクから提供されたことを明示する。また，その発表の写しを拠点へ送付する。拠点は，事業の成果としてそれを公表することができる。（ただし，特許出願または出願予定などのため，成果の公表を一時見合わせる必要が有る場合は，その限りではない）
7. 送料等，提供にあたって発生する経費は原則として利用者の負担とするが，必要に応じて適宜協議する。
8. 本件生物環境試料は，利用者と第2項記載の課題に携わる共同研究者が同一課題の範囲内で利用することができる。ただし，利用者は本件生物環境試料を第三者へ転売または譲渡したり，上記以外の第三者が利用することはできない。ここでいう「譲渡」とは知的財産権，実施権等の全ての権利の移動あるいは移転ないし引き渡しを含む。
9. 本件生物環境試料譲渡後に，何らかの理由により余剰試料が発生した場合は，法令・省令を遵守し利用者自らの責任で処分する。また，使用にあたり何らかの問題が生じた際は，試料バンク側が譲渡試料の破棄（もしくは返却）を要求することができる。
10. 本同意書は，本件生物環境試料に関する商業的ライセンスを含むその他の実施権等を利用者へ与えるものではない。
11. 本件生物環境試料の使用が第三者の知的財産権やその他の権利を侵害した場合は，利用者の責任によって対応する。ただし，試料バンク側の故意または重大な過失により生じた問題についてはこの限りではない。
12. 利用者は，本件生物環境試料が，欠点，危険な特性，不具合等を有している可能性があること，あるいは特定の目的に合致しているとは限らないことを認識し，本件生物環境試料の利用によって損失が生じた場合は，利用者自らの責任で処理する。
13. 本件生物環境試料の提供における輸送段階での事故の処理については，速やかに双方で協議し処理する。
14. 利用者が本同意書に違反したとき，審査会は，以後，利用者による本件生物環境試料および試料バンクの他の生物環境試料の利用を停止することができる。
15. 本同意書に定めない事項および本同意書の履行について疑義を生じた内容については，双方が協議し円満な解決を図る。
以上により，同意書2通を作成し，試料バンク長，利用者がそれぞれ1通を所持する。
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